
まずは ４つのことを できるだけ早く
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うち１件男の子の死亡事故が発生
（遊んでいる最中、川に誤って転落）

●想像以上に川の流れが速く元の場
所に戻れなくなった
●川の近くで遊んでいて、誤って転落
してしまった
●ボートから転落してしまった
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熊本市消防局では救命講習を実施しています

　天気が悪い時は増水し、川の流れが速くなります。
晴れていても上流で雨が降った場合は、急に水位が
上がり流れが速くなります。気象状況を把握し、状
況を判断しましょう。
　また、体調が悪い時、飲酒している時
は水辺で遊ばないようにしましょう。
※川の情報は国土交通省の「川の防災情
報」で確認できます。

小さい子ども、泳ぎが不得意な人はライフジャケット
を着用することを心掛けましょう。

●転落の恐れがある場所（滑りやすい藻が茂っている場所など）
●急に深くなっている場所
●流れが速い場所
●「遊泳禁止」など案内板がある場所
※赤井のそうめん滝は遊泳禁止です！

　目の前で人が溺れていたら、
すぐにでも水に入って助けたく
なりますが、二次災害を防ぐため、
水の中に入らず助けることを

第一に考えましょう。

助ける方法（陸上でできること）

これらができない場合

●つかまることができそうな障害物があった
　場合は、声を掛けて誘導
●溺れた人に声を掛け続け、目を離さない

●ロープ、長い棒、つなげた洋服などで
　岸の浅いところに誘導する
●浮力のある物を投げてつかまらせる
　浮き輪、空のペットボトル（2リットル）、
ふたを閉めたクーラーボックスなど
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　益城西原消防署での救命講習は令和４年
度に５回開催され、48人が受講しました。
（コロナ禍前の令和元年度は 8 回開催、
89人受講）
　受講希望者は、電話かインターネットで
申し込んでください。
　熊本市内の他の消防署で
も受講できます。開催日など
詳しくは熊本市消防局ホーム
ページをご確認ください。

熊本市消防局のホーム
ページでは公式動画
「応急手当でおもてなし」
公開中！

●川遊び中に発生した事故

●川遊び中の事故の内訳　

危険な場所には
近づかない！ 近づかせない！
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熊本市消防局 益城西原消防署 救急救助小隊
左から田

た
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恒松幸裕小隊長

9/26 火

11/14 火

12/19 火

火
上級救命講習

（受付開始： 8/1　 ）

普通救命講習
（受付開始：10/2　 ）月

普通救命講習
（受付開始：11/1　 ）水

●定　員／各回20人
●申し込み／ひごまるコール
　　　　　☎334-1500 か
　　　　　インターネット

落ち着いて
冷静になる

助けを呼んで
多くの人を集める 119 番通報する

溺れた人に
声を掛けて
落ち着かせる
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海
314人
（49.2%）

湖沼地
20人（3.1%）

用水路
19人（3.0%）

プール
６人（０.９%） その他

2人（０.3%）

令和４年
夏期における

場所別水難者数
合計 638人

河川
２７７人
（４３.４%）

※警視庁調べ

ロープ、長い棒、つなげた洋服などで

　浮き輪、空のペットボトル（2リットル）、

つかまることができそうな障害物があった
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（滑りやすい藻が茂っている場所など）
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傷病者の意識が戻るか、救急車が到着
するまで　　に戻って継続

❷額を押さえた手で鼻を
つまみ、２回（１回 1秒）
口から息を吹き込む

❶片手で傷病者の額を押さ
えながら、もう一方の手
の指先をあごの先端に当
てて持ち上げ気道を確保

: 胸が約５㎝沈む  
  ように

: 救急隊など誰かに交代するか、
傷病者の呼吸が戻るまで

：1分間に
  100～120回

４

胸骨圧迫
強く

速く

絶え間なく

気道を確保し人工呼吸人工呼
吸が

できる
場合は
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119 番通報と
AED の手配2
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大丈夫ですか！

離れて

   く
ださい！

AEDの音声に従い措置5

胸や腹が上下に動いている
か 10 秒間観察

呼吸を確認

肩をたたいたり、刺激
を与えて反応を見る

反応があるか確認1
※溺れた場合、人工呼吸は重要です。可能であれば実施しましょう。

救急車
を待つ

間に

できる
こと
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